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序文

本市は、九州の東玄関口として古くから文化の交流が

見られる地であり、文化的にも豊かな発展を遂げてきた

所でもあります。

そのような先人の築いた文化の足跡は、市内各所に残

されており、大分市教育委員会では、大分市の歴史と文

化の原点として、これらの調査、保護、保存に向けて各

種の事業を進めているところであります。

とりわけ他事業との関連における、緊急性を要する埋

蔵文化財の発掘調査事業につきましては、鋭意その充実

に努力いたしているところであります。本書は、平成５

年度に賀来小学校屋体改築工事に伴って、調査を進めま

した大分市賀来の賀来中学校遺跡の発掘調査報告書で

す。

今回の調査では、奈良～平安時代に造られた溝が発見

され、国分寺と関連した施設として注目されるなど、大

きな成果を収める事ができました。

本書の発刊、並びに発掘調査にあたりご配慮、ご協力

頂きました関係各位に対して深く感謝の意を表わすと共

に、市民をはじめ、多くの方々に文化財保護の関心が高

まる一助となれば幸いであります。

平成６年３月３１日

大分市教育委員会

教育長清瀬和弘
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①ｌからの通し番号で記述する。②挿図番号に一致する。

③項目１０に準ずる。④判明する器種について記述する。

⑤胎土中に含まれる混和材について記述する。

⑥径約１ミリのものを細粒とし、それ以下を微粒、それ以上を小粒として標記する。

⑦色調について記述する。

⑧器面調整について記述する。複数段で標記される基本的に上位のものが上部調整を示す。

⑨計測可能な各部位のサイズを記入する。復元数値は（）にて表示する。

⑩特記事項について記述する。

１２本書の編集は池過がおこない、校正は井口あけみがおこなった。

例言

本報告書は大分市大字賀来字脇に所在する遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

発掘調査は大分市教育委員会が調査主体となって、平成５年７月から８月にかけて実施し

た。

本普の執筆は池遷千太郎がおこなった。

遺構の実測は担当者が主としてこれにあたり、写真撮影は担当者がおこなった。

遺物の実測は担当者がおこない、拓本は栗井三枝（大分市教育委員会臨時職員）がおこな

った。

実測図製図は阿部和子・栗井三枝があたった。

遺物整理は二宮恵子・阿部和子・栗井三枝があたった。

遺物の写真撮影は担当者がおこなった。

遺物番号は本文・挿図・図版で一致する。

本文中の遺構番号については混乱を避けるため、原則として現場時に使用したものをその

まま使用している。

・本文中で使用する略号は次の内容を意味する。

ＳＤ－溝状遺構ＳＥ－井戸遺構

ＳＫ－土坑状遺構ＳＸ－柱状遺構（不明遺構）

遺物観察表は以下の記述基準により標記される。

遺物

番号
挿図

番号

出十区

遺構名
種

胎二

混和材

上

粒子

色

内面

調

外面

器面

内面

調整

外面

法

口径 器高

量

最大宿 底径
備考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑩
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第１ 章 はじめに

第１節調査に至る経過

賀来中学校遺跡の所在する地は、これまでの調査により低地集落の存在を裏付ける重要な所

である。これまで、集落を囲む環濠が見られる他、壷棺墓の発見等が挙げられよう。さらに中世

には、この地に賀来氏の館が推定されている場所でもあり、併せて注目すべきものである。

今回の調査は、こうした場所での賀来小学校屋体の改築事業に伴うものであり、体育施設の

老朽化と新しい設備の必要性により改築の計画が出されたものである。こうした状況により、大

分市教育委員会では、この地域の遺跡の重要性を重く見て、平成３年１１月２０日に試掘調査を

行った。その結果、地表より３０～５０cm下部より、溝状遺構と円形の土坑を確認した。

こうした結果に基づき、平成５年７月１９日～同８月３１日の間、約４５０㎡について発掘

調査を実施することになった。

第２節 調査組織

調査主体者

事務局

調査担当者

調査作業員

整理作業員

大分市教育委員会教育長清瀬和弘

大分市教育委員会文化振興課

内田司（大分市教育委員会文化振興課課長）

秦政博（同上参事）

宮崎英雄（同上文化財室室長）

佐藤良蔵（同上主査）

村山貴子（同上主事）

大分市教育委員会理財課

由布尚武（大分市教育委員会理財課課長）

丸山幹雄（同上主任）

池避千太郎（大分市教育委員会文化財室技師）

佐藤フキ子・佐藤久子・佐藤ヨシ子・福田アサ子・福田伸子・猪原リエ・

佐藤二男・佐藤チズ子・麻生マツ子・佐藤二三子・佐藤敦子・小野淳子・

佐藤美知代。三ケ尻トヨ子･小野昌子･嶋田由希･池辺光太郎･橘本成彦・

猪熊真実

二宮恵子・阿部和子・粟井三枝

－１－



第３節調査日誌抄

７川

８月

１９日洲査開始。垂機による表上剥ぎを行う。

２６１－１遺構検出作業を開始する。

４日辿構全休の精杏を行い、辿構検出状況の写真撮影を行うｃ

５日１号溝の掘りIくげを開始する。

６１１賀来小学校３ｲド生と６年生を対象に’il地見学を行う。

１号溝の遺物の取り上げを行う。

１８１］２号満の掘り下げを|ﾙ|始する。

１９日２号溝の断面図化を行う。

２０日１号・２号満の平而凶化を開始する。

２１日２号溝の遺物の図化作業を行うと共に取り上げを行う。

２４日８号・９号溝の掘り下げを行う。

８号溝の遺物の取り上げを行う。

２５１１遺構全体の遺椛図の作成を開始する。

３０日全休写真の撮影のための精査を行う。

３１口遺構全休写真の撮影を行う。

洲査終｣'。

第１１叉｜礎来''1学校辿跡訓盃地点位間図(l/5,000）

－２－



第２章遺跡の位置と周辺の遣跡

賀来中学校遺跡は大分県大分市大字賀来字脇に所在する。

遺跡の所在する地は、大分川によって形成された河岸段丘によるもので、標高１５～２０ｍ

を有する。河岸段丘は対時する小野鶴や賀来川沿いの宮苑にまで拡がっている。この段丘面を形

成した大分川は国分から賀来にかけて東側を北流し、緩やかなカーブを描きながら途中で賀来川

や七瀬川などと合流し別府湾に注いでいる。

この付近の場所は、南に１．２kmの所に豊後国分寺があり、東に４～５kmの大分市古国府・羽屋

地区では豊後国府に推定されている所に位置している。

歴史的環境を時代順に追ってみると、旧石器時代から文化が築かれはじめている。大分市の賀

来周辺における旧石器の遺跡は北側に位置する標高７０～ｌｌＯｍの庄ノ原台地の庄ノ原遺跡や
紬ｌ

西側の標高７０～９０ｍの河岸段丘面における下黒野遺跡･野田山遺聯等で確認されている。
縄文時代においても旧石器と同じような分布を示しており、庄ノ原台地や野田山台地に遺跡

が見られる。

弥生時代に入ると稲作の拡大により経済的な生活基盤が確立してくる。こうした中で人々は

集落を中心に経済的な基盤が形成されはじめたようだ。この時期の集落は低地や微高地に選地し
益３

て、生活を営むでいる。低地の遺跡としては賀来中学校遺跡があり、数回にわたる発掘調査Iこよ

って弥生時代を中心とする環溝集落の存在や小児用の壷棺墓など墓域の形成が明らかにされ、集
註４

落の変遷をたどることができる。また、下郡遺跡におし､ても、この地で拠点となる集落が見つか

っているとともに、稲作に関係した多量の木製品や家畜が行われていたことを示す獣骨等が出土

している｡一方､低地に対して台地上では庄ﾉ原遺跡.尼ｹ城遺跡などで見られる｡尼ｹ城週聯
では標高７２ｍの丘陵突端部をＶ字溝で独立させ、その内側に集落を形成している。弥生時代終

末の住居跡からは鏡を破砕したものが見られ､さらに守岡遺跡.雄城台遺誘の類例も併せて古墳
雛６

時代Iこ移り変わる変革が示唆できる。
醜８ 註９

古墳時代の集落は、賀来中学校遺跡や下郡遺跡など低地にその範囲を広げ、それとは対象的

に台地上には多数の古墳が築かれ始める。古墳の分布は大きく庄ノ原台地と木ノ上台地に分けら
荘１０

れ、それぞれに有力集団のまとまりが把握できる。庄ノ原台地では前方後円墳の蓬莱山古墳を中

心に、尾根筋に群集墳が形成されている。時代が下がると、古墳の分布は台地の裾部に移り、千
雄１１ 班１２ 註１３

代丸古墳・丑殿古墳・弘法穴古墳に見られる巨石石室墳が構築されている。さらに、谷を挟んだ
註１４

北側斜面に石榔式石室を持つ終末期の古宮古墳が所在する。一方、南側の木ノ上台地周辺では、
註15

前方後円墳の御陵古墳を中心に、その丘陵上には高塚墳や横穴墓が分布している。中でも世利門
証１６ 註１７

古墳は家形石棺を内部主体に持ち、貝製貝針||を出土させている。また、下ケ迫古墳では凝灰岩を

用いた箱式石棺に、鏡・鉄剣・直刀・鉄鎌・刀子を副葬していた。

律令時代は政治体制の確立と新しい文化が芽生えてきたといえる。諸国に国分寺を建立させ

奈良の東大寺を総本山として仏教によって国を統一させるとともに、政治・文化に多大なる影響
註１８ 故１９

をあたえた。市内では奈良～平安時代の古瓦が出ﾆﾋしている永興寺や金剛宝戒寺が建立され、瓦

の中に百済系単弁瓦が見られる。
笠２０

国分寺では、発掘調査によって東西１８２ｍ，南北３００ｍを超える寺域が拡がっており、

伽藍配置についてもその全貌が判明してきている。また、国分寺と共に建立された国分尼寺につ
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いてはl』分尼寺と沓かれた墨書土器がl型分寺の発掘調査から出土していることから、近接して建

立された可能性も考えられる。

1９９２

‘ｉｔｌ）「卜黙野辿跡」大分郡狭間町人字‘li野宇ド黙野所在週跡の調査火分り0(教育委口会１９７４

縦２）「野、111週跡」大分市数台菱ｕ会・－ｉｊｌ:不動藤株式会社１９７４

‘縦３）「倒来中学校遺跡」大分市倒来中学校プール秘投に伴う埋蔵文化財発掘捌侮報告b1$大分市教育委凸会

挑４）「下郡遺跡群」大分市下郡地は上地凶llj整耶』1$業に伴う発掘調if概報(3)大分巾毅育委ｉｌ会１９９２

縦５）細岐和夫「海と皿のムラ」I｢大分市史』｜ﾕ巻大分市１９８７

註６）「守岡遺跡」昭和５０．５１年度発捌調査概報大分市教育委員公１９７９

荘７）「雄城台辿跡・第８次発掘捌在の概哩」大分照教育委凸会１９８７

錐８）縦３に同じ

註９）縦４に同じ

誌１０）商橋徹「古墳を築いた人たち」『大分市史』上巻大分市１９８７

註１１）注１０に同じ

註１２）注１０に同じ

註１３）注１０に同じ

註１４）「古宮古噴」大分市文化財調査報告第４集大分市教育委員会１９８２

註15）「昭和４３年度緊急発棚調査概要一御陵古噛とその周辺一」大分県数育委員会

註１６）賀川光夫「五遺骸以上合弗の一例一大分鼎（豊後）火分村大字木上字１１t利門古城」ｒ考古学雑誌Ｊ員

１９５８

註１７）註１０に同じ

註１８）後藤宗俊「そびえる国分寺の塔」ｒ大分市史１上巻大分市１９８７

註１９）故１８に同じ

誌２０）「豊後国分寺跡」大分市教育委員会１９７９

第四十四巻第一号

]）ｌ盟後凶分寺跡」大分市教行委員会１９７９

｢国指定史跡凹後国分寺跡環境整備Ｊｌｉ業報告訓

番号 遺跡名 番号

１ 賀来中学校遺跡 ２

４ 国分週跡 ５

７ 中尾遺跡 ８

1０ 宮苑遺跡 1１

1３ 城南遺跡 1４

1６ 羽屋園遺跡 1７

1９ 雄城台遺跡 2０

2２ 虎御前古墳 2３

2５ 世利門古墳 2６

2８ 浅草神社古墳 2９

3１ 中尾古墳2号墳 3２

3４ 金谷迫古墳 3５

3７ 丑殿古墳 3８

4０ 万寿山古墳群 4１

4３ 弘法穴古墳 4４

4６ 雄城台下横穴墓群 4７

4９ 木ﾉ上峠横穴墓群 5０

5２ 大曽2横穴墓群 5３

5５ 岩御堂横穴墓群 5６

5８ 井手ﾉ上横穴墓群２ 5９

6１ 生石横穴墓群 6２

6４ 小野鶴横穴墓群

遺跡名 番号 遺跡名

豊後国分寺跡 ３ 六重原遺跡

野田遺跡 ６ 賀来条里跡

野田山遺跡 ９ 下黒野遺跡

机張原遺跡 1２ 庄ﾉ原遺跡

東田室遇跡 1５ 永興遺跡

古国府遺跡群 1８ 深町遺跡

植田市遺跡 ２１ 下迫古墳

漆間横穴墓群 2４ 漆間古墳

稲荷古墳 2７ 大将軍遺跡

御陵古墳 3０ 山伏古墳群

中尾古墳 3３ 千代丸古墳

餅田古墳群 3６ 井手ﾉ上古墳

蓬来山古墳 3９ 田崎古墳群

深河内古墳 4２ 古宮古墳

千人塚古墳 4５ 東山田横穴墓群

高瀬横穴墓群 4８ 岩崎横穴墓群

高来山横穴墓群 ５１ 大曽3横穴墓群

大曽横穴墓群 5４ 小原横穴墓

餅田横穴墓群 5７ 井手ﾉ上横穴墓群１

白木横穴墓群 6０ 蟹喰横穴墓群

穴蟹喰横穴墓群 6３ 南太平寺横穴墓群
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第３章発掘調査の記録

第１節調査の概要

発掘調査は平成５年７月１９日～８

月３１日の間実施した。

1.調査区の設定

賀来中学校遺跡を調査するにあた

り、調査区にグリットを設定した。調

査対象区域全域は東西３０ｍ、南北

４０ｍあり、この中に磁北で５ｍ四方

の区割線を設定し、合計４０に区画

した。北から南に向かって南北軸にア

ルファベットでＡ～Ｈとし、西から東

に向かって東西軸に数字のｌ～５とし

た。

なお、標高については１８０ｍ先に

ある水準点より運んで使用した。

2.調査経過と概要

平成３年１１月２０日に実施した試

掘調査により、溝状遺構や円形の土坑

が検出された。

この結果、平成５年７月１９日より

r１

Ｌｊ、

重機による表土除去作業を始め、本調第３図賀来中学校遺跡調査グリツト配置図(l/400）

査を開始することになった。表土剥ぎ

は調査区東側から開始したが、遺構が検出されなかったので、さらに西側にＴ型に掘り広げた。

面積は１２６㎡である。しかしながら、旧体育館の基礎が残っており、遺構検出には至らなかっ

た。なお、東側に一段地山が低くなっている事が分かった。こうした事から旧体育館が建てられ

ていた所は、基礎によってかなり、撹乱されていることが分かったため、体育館が建てられてい

なかった周囲を調査することになった。

北側の調査区において、南北方向に８ｍ、東西方向に１３ｍの広さを開けた。やはり、東側

部分には体育館の基礎による撹乱が見られたが、西側において土坑が検出された他、東西方向に

溝状遺構が延びている事が判明した。

一方、南側の調査区においては、体育館の周囲をＬ型に掘り下げた。南北方向に１８ｍ、東

西方向に１７ｍ、面積は２００㎡の広さである。調査区全体に近年の細長い溝状の掘り込みが幾

重にも延びており、遺構の検出に困難を窮めた。

最終的に調査は１２００㎡を事業面積の内、４５０㎡が対象面積となり、検出した遺構は、

溝状遺構、土坑、柱穴等であった。
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第２節遺栂と遺物

今回の調査で検出した遺構は溝状遺構５条、土坑２０基、井戸跡２基、柱穴状遺構多数である。

出土した遺物は、縄文時代後期、弥生時代終末～古墳時代初頭、奈良～平安、中世のものが見ら

れた。

1.溝状遺構

1号溝（SDO1）

ＳＤＯｌは北側調査区において東西方向に走る溝状遺構である。検出長は東西に１４ｍにお

よび、東側では溝の方向がやや東南東方向に向いている。溝の北側での立ち上がりは調査区外に

延びているため、検出されていない。このため、調査終了間際に溝の一番東側の壁面において、

北側へ延びるトレンチの掘削をおこない、溝の幅を土層断面によって観察した。しかし、予想に

反して溝の幅が広く、現在の構築物の下まで延びていることが判明したため、溝の幅を確認する

ことはできなかった。なお、土層断面において北側の床面から壁の立ち上がる部分を確認できた

ため、溝の床面は幅２．８ｍを有することが分かった。この壁面の立ち上がりを基に溝の幅を推

定したところ７ｍを越える規模であることが判明した。

溝の掘り方は逆台形を為し、南壁面に一段の平らなテラスが見られた。溝の深さは検出面よ

り１．１ｍを有する。床面はほぼ平らに掘削されている。

出土遺物は上層から下層にかけて、弥生土器小片や須恵器の喪片、土師器の坪・蓋・皿・椀・

短頚壷・高坪等が見られた。弥生土器は摩滅したものが多く、上層～下層にかけて流れ込みとし

て確認された。

溝内における土層の堆積状況は、自然堆積により砂質のもので、途中、層が入り乱れている

ところから掘り返した痕跡も見られた。

なお､溝の検出面と同じ層から１条の溝状遺構（ＳＤｌＯ）が検出された。掘り込まれた溝は、

幅１ｍ程、深さは西側で６０ｃｍ、東側で２５ｃｍの断面Ｕ型の掘り込みを呈するものである。

出土遺物

遺構から出土した土師器の器種の内、最も坪の割合が多い。図化できたものは５０個体あま

りに及ぶが、図化できないものを含めると倍以上の点数になろう。次に多いのが、蓋の順となっ

ている。須恵器は、土師器のｌ～２割程度の量で器種は坪・蓋・喪等である。

土師器坪（001～049）

出土した坪を手法により３類に分類し、さらに、口縁部が外反するもの（ａ類)、口縁部が直

線的に伸びるもの（ｂ類）に細分することができる。

Ｉ類…内面・外面共にヘラミガキを施し、底部は回転へラケズリをおこなっている。

Ｉａ類（００１～006)、Ｉｂ類（００７．０１０）

Ⅱ類…内面・外面共にナデを施し、底部は回転へラケズリをおこなっている。

Ⅱａ類（０１１～020)、Ⅱｂ類（０２１～033）

Ⅲ類…内面・外面共にナデを施し、底部は回転へラ切りをおこなっている。

Ⅲａ類（034～０３７）、Ⅲｂ類（038.039）
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土師器蓋（050～062）

出土した蓋を形態と手法により４類に分類した。

ａ類（５０．５１．５４）…口縁端部で屈曲し、口唇部がくちばし状を呈する。内面・外面共にヘ

ラミガキを施す。天井部は回転へラ削り後ミガキをおこなっている。

ｂ類（５２．５３．５５）…口縁端部で屈曲し、口唇部外側がわずかにつまみ出されている。内面・

外面共に回転ヨコナデを施す。

ｃ類（５７．５８．５９）…口唇部が外側に張り出している。内面へラケズリを施こし、外面はヘ

ラミガキあるいはヨコナデをおこなう。天井肩部はへう削り後ミガキを施す。

ｄ類（６０．６１）…口唇部におけるつまみ出しが見られない。

土師器皿（063～066）

（065）…体部が外傾して立ち上がり、口唇部でわずかにつまみ出される。内面・外面共にへ

うミガキを施し、底部はへう削りをおこなっている。

（066）…平坦な底部から体部が反り気味に外傾して立ち上がる。内面・外面共にヘラミガキ

を施し、底部はへう削りをおこなっている。

土師器塊

出土したを高台の形態と手法により３類に分類した。

ａ類（０６７．０６８．０７１）…外面にへうミガキが施され、口縁端部で短く外反する。高台は体

部と底部の境に見られ、やや外方に張る。

ｂ類（070）…ａ類に比べ高台の位置が体部と底部の境より内側に付く。

ｃ類（069）…高台がハの字に広がらず、垂直に取り付く。

土師器饗（072～076）…特徴としては企球型煮沸具とされる蜜の一群である。

（072）…口唇部は肥厚せず、丸味をもって終わる。口縁部は丸味をもって外反している。外

面には刷毛目による整形は行われていない。

（073）…口唇部には肥厚しており、丸味をもって終わる。口縁部は外反気味に伸びている。

（074）…口唇部がやや肥厚し､平坦面が内傾する。口縁部は､内湾し外面中位で膨らみがある。

（076）…口縁部が短く、くの字形に外反し、頚部に稜を有する。口縁端部では平坦面をもっ

ている。

土師器鍋（075）…口縁部が大きく開く浅手の鍋である。

短頚壷（078～081）…高台が垂直（079）に取り付くものと、短くハの字（080.081）に広

がるものがある。外面はへうミガキが施され、内面はヨコナデである。

緑紬陶器（092～093）

（092）…復元口縁径からすれば、碗になろう。口唇部で短く外反する。胎土は軟質である

（093）…円盤状高台を呈し、底部は糸切りである。胎土は軟質である。こうした特徴から９

世紀前半から中葉に年代を置ける。
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2号溝（SDO2）

ＳＤＯ２は南側調査区において東西方向にﾉとる満状辿構である。西側は調査区外に延び、東側は

撹乱等により次第に消滅していく。lllIIiは雄大で1.8ｍを有し、深さは５～６ｍである。かなりｔ

面が削平されたものと思われる。溝内部からは､弥生土器片､須恵器片､土師質土器の小Ⅲ１．坪・

寵、白磁、背磁、‐'二錘、磨製行雛呼が''化している。出上遺物からL'－１心的時期は１２世紀１.'1集か

ら１３１M:紀前半になり、埋没年代は1311蹄Ｌｌ前半代に相当されよう。

調査区外
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出十週物

土師質土器小皿（０９６．０９７）…口径１０ｃｍ以下のもので、口縁部は斜め上方に開いている。伐

株山城跡皿ＡＩ類と類似していることから、１３世紀代のものであろう。

土師質土器坪（098.099）…回転糸切り底である。器形が大きい。

輸入陶磁器（100～102）

（lOO）…白磁碗。口縁部は玉縁となっている。高台の部分が欠損して全体像は分からないも

のの、体部が直線的で全体に薄く紬が施されている点から、白磁Ⅳ類に相当する。

（101）…同安窯系の青磁碗。色調が黄緑色に近く、口縁部が内簿し、体部中位で屈曲するこ

とからＩ‐１類に相当する。

（102）…同安窯系の青磁碗。内面には施紋、外面には櫛目を有する。同安窯系の青磁碗のＩ

‐ｌ‐ｂ類に相当する。

土師質土器

（103）･･･鍋型土器。外面、内面に刷毛目が施されている。形状は底の部分が浅く、丸底にな

っている。色調は、明黄白色であり、瓦質焼成に変化している。これらの特徴や口縁端面が、ほ

ぼ垂直に立っている点、１３世紀前半に土師質から第一段階の瓦質に変化する時期にあたること

から、谷口俊治氏による鍋ＡⅢ類と類似する。このため、時期は１３世紀前半のものと思われる。

（104）…移動式の竃であり、大分市内では下郡遺跡・横尾遺跡に次いで３例目となっている。

土錘（105～107）…５～６ｃｍ大の土錘（１０５．１０６）と８ｃｍ大の土錘（107）の大小の２タ

イプが見られる。

磨製石鑑（108）…平基式の磨製石鎌。長さは4.9ｃｍ、重さ４．２９あり、大形である。特徴から
弥生時代後期から古墳初頭に属する。

－２０－



８号溝(SDO8）

ＳＤＯ８は南側調査区の北において東西に走る満状遺構である。

遺構の西側は調査区外へと延び、東側は撹乱を受けながらやはり調査区外に走っている。さ

らに、南側にも近年における水道管の埋設された幅４０cmの方形の掘り方が東西方向に平行して

走り、ＳＤＯ８を削っている。そうしたことから正確な遺構の幅は分からないが、現状より復元す

れば約８０cmとなろう。深さは、検出面から１５cmを有し、掘り方は逆台形を成している。溝内

より、古式土師器の喪・壷・高坪、台付鉢等が出土した。上面がかなり削平されているらしく、

遺物の中に完形となり得る個体は見られない。なお、土器の中には外面刷毛目調整を施し、内面

にへうケズリが見られ、器壁が３mmと極めて薄く仕上げられているものがある。
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9号溝（SDO9）

ＳＤＯ９は南側調査区の北側を南北方向に走る溝状遺構である。

北側はＳＤＯ８と切り合い、南側は撹乱を受けながら調査区外へ延びている。

溝の幅は０．８～1.3ｍ、深さは検出面より５．５～８．５cmを有する。

出土遺物は少量で、糸切り底の土師質土器坪（１１９．１２０）が見られる。

１０号溝（SD10）

ＳＤｌＯは北側調査区の北寄りを東西方向に延びる

溝状遺梢であり、ＳＤＯｌのほぼ内側に掘り込まれて

いる。ＳＤＯｌと同一方向でなおかつ内側に掘削が行

われているため、平面での検出は不可能であったが、

断面観察によりＳＤＯｌの埋没後に新たに掘削された

ものであることが確かめられた。

溝の規模は、幅１ｍ程、深さは西側で６０cm、東

側で２５cmを有し、掘り方はＵ型を成している。

遺構内には大きいもので人頭大のものから拳大の

エグ

霧”
ピク

Ｃ

一
識
］

第１５図ＳＤＯ９出土遺物（l/2）

－２３－

出土遺物

壷（109～110）

（109）…浜遺跡の第３号石棺第１土器群の壷と類似する、いわゆる「茶臼山タイプ」の壷の

形態を呈する。このタイプの壷は複合口縁部の頚部が直線的に立ち上がって水平に張り出すのに

比べ、この土器は頚部が大きく緩やかに外反している。なお、口縁部には波状文は施されていな

い。土器編年は様式Ｉｂ式の庄内系土器群併行期にあたり、時期年代は３世紀後半になる。

（llO）…在地系弥生土器の系譜のたどれる複合口縁壷である。形態は長胴丸底を呈し、中位

に胴部の最大径をもっている。頚部と胴部の境に退化した三角突帯が１条巡る。ベルト状突帯文

の位置は中央より上位に巡り、断面は台形を成しキザミを施す。外面は刷毛目、内面はヨコ方向

に刷毛目調整をおこなった後、タテ方向にナデ消しを施している。突帯の位置が上位にあること

からやはり様式Ｉｂ式にあたる。

高坪（111～113）

（111）…口径は復元径１６．２cmと小型である。口縁部は大きく外反しながら立ち上がる。口

縁部と杯体部との接合部は中位よりやや下位にあり、明瞭な段を有する。

（112）…上下の径に差が見られず、長く伸びる脚柱部であり、裾部はラッパ状に開くものと

思われる。脚柱部と裾部との境には稜を有する。

（113）…脚柱部の上に比べ、下の径がやや広がり、裾部がラッパ状に開くであろう。

喪（114.115）

（114）…在地系土器「く」の字状に口縁部が外反する。肥厚せず厚さは一定である。

（115）…形態は長胴丸底を呈する。外面には刷毛目が見られるが、内面はナデ調整である。

台付鉢（116～118）

（１１６．１１７）…小さな「ハ」の字に開く脚がつく。

（118）…上げ底状の底部を有する。



ものまで多数の河原石が混入している。特に西側では石が密に詰まっており大きなものも見られ

るが、東側に行くに従って石は小さくなり量もまばらになっている。流水方向は、西から東方向

である。

出土遺物は石列に混ざって備前産の摺鉢（１２１．１２２．１２３）・喪（124)、磁器碗（125）等

が見られた。

出十掴物

摺鉢

（121)…備前産の摺鉢。口縁部が垂直近く立ち上がり､口唇部が稜をもって先端を角張らせる。

外面の口縁には２条の沈線が巡っている。こうした特徴から備前焼第Ｖ期に属するものであるこ

とから、１６世紀を中心とするものであろう。

（122）…備前産の摺鉢。器胴にはロクロ整形痕によってできた凹凸が見られる。内面の櫛目

はｌ単位１３本である。

染付け碗

(125)…明代（１６世紀代)の染付碗｡内面に見られるアラベスク文様は鮮やかな青の色調を呈し、

一筆で描かれている。高台は細くて高い。

2.土坑（SK）

今回の調査においては、２０基の土坑を確認した。

９号土坑（SKO9）

Ｈ－２区で検出された不整形の土坑である。

遺構の深さは、検出面から６cmを有する。

埋士内より、土師器坪（126.129）・蓋（147）・椀（152）が出土している。

出土遺物

土師器碗（152）…外面へラミガキ、内面はヨコナデを施す。高台は体部と底部の境に見られ、

外方に張り出す。ＳＤＯｌの椀ａ類にあたる。
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第１６図ＳＤｌＯ出土遺物（l/3）
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1５２

１３号土坑（SK13）

Ｇ－０区で検出された|I｣形状のｔ坑である。西側は調査区外に延び、さらにＳＤＯ２に切ら

れている。

土坑内より、糸切り底の土師質土器坪（１３５．１４１）が出土している。
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第１８図ＳＫ出土遺物②（l/3）
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1５３

１０号土坑（SK10）

Ｈ－２区で検出された隅丸艮方形の士坑である。

長軸は南側において撹乱により知ることはできないが、幅は８０cmをｲＩする。深さは検出面か

ら７～８cm溌度である。

埋土内よりlulIl噴糸切り底の上師質.-ｋ器坪（１３２．１３９．１４０)、弥生|:器,1.1i坪（１５１）・間台(､ｊ

坪（１５３)、須恵器の瞳弧噸（154)、青磁碗（157）が州．|冒している。

出土遺物

土師質土器坪（132）…平川な底部から外上方へf/お上がり底部、休部と典にﾊｴ手である。休部

にロクロ成形時のIlI1l1I1が兄られるｏ伐株111遺跡（坪ＡⅣ）のものと瓶似する。

輸入陶磁器（157）…|Iil安熊系のｉｉｉ磁碗である。外而には細かい櫛||をｲiする。特徴からＩ‐

ｌ‐ｂ類に州当する。
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１５号土坑（SK15）

輸入陶磁器（158）…背I'|磁合子･兵lili県江ノ|鴛経塚川|員のI'|磁合j篭と酷似しており、１２１１蹄Ｌ１

後､'4から1311t紀前半の年代に比疋されている、

２１号土坑（SK21）

Ａ－ｌ区で検出された不蝶形の上坑である。

叩'二は、茶褐色-'三層と灰茶色l州の２ル'iから成る。

土坑内より、土師器の坪（128)･蓋（150)、須恵器の蓋（149)･把手付椀鉢（155）が見られる。

出土遺物

須恵器蓋（149）…LI縁端部で屈曲し、くちばし状のLI唇部を呈する。

土師器蓋（150）…天井部は平らで、’''11膳へラケズリを施す。１１縁端部でlHIIllIし、丸みのあるく

ちばし状の’1唇部を呈する。ＳＤＯｌの器ｂ類にあたる。

3.井戸跡（SE）

北側調杏区で２基確認された。

1号井戸跡（SEO1）

ＳＥＯｌは北側調査区のＡ－２〆に'１洲する井戸跡である。

辿構の東側は''1体育館の基礎によって撹乱されている。このため、性絡な規模を把握するこ

とはできないが、南北長は約２．８ｍをｲjする。

ルIlりﾉﾄﾉ．は北側部分で一段のテラスをｲ』し、摺鉢状の形状を成す。

1111ヒル1は幾亜にも見られ、検出1ｍより５０～１００cm下部において良さｌＯ～３０cm大の河

原ｲiが投棄されており、埋める時に雌ｋ部分が沈まないように配慮したものである。

埋上内からの出土土器は希少であり、磁器碗（160）等が見られるにすぎない。

出土遺物

輸入陶磁器（157）…景徳鎮窯系の並ｆ碗。１１縁部外而には波濡文、内面外面は界線が２本巡っ

ている。年代は１５世紀後半～１６世紀巾頃であろう。

2号井戸跡（SEO2）

ＳＥＯ２は北側調査区のＡ－ｌ〆に位慨する井戸跡である。

叩Ｍ州から人頭大の角磯が出土した。辿物には染付碗が!,,Lられた。

出土遺物

染付碗（161）…明代（１６１１t紀代）の染付碗。外面の口縁部には２条の下界線が巡り、体部に

は),1弾文が密に見られる。内面の’1縁部にも２条の下界線が巡っている。文様は鮮やかな青の色

調を成し、一蕊で描かれている。

4.柱穴遺構（SX）

柱穴辿構は数|･ケ所で検出されているが、この内近代の基礎に伴う撹乱が３分の１以上をＩｌｉ

める。ここでは、主なものを取り上げる11(にする。

ＳＸＯ１
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召

ＳＸＯ５

Ｅ－ｌＩ>〈に位riし、’１１形の形状を成す。

規模はiI1〔径約４０cm､深さ２０(、を行する。弥ﾉ'三時代終末から古墳時代初頭の壷の底部（163）

Ｅ－ｌ区に位慨し、やや桁|I)形の形状を成す。

規模は提IlillI50cm、)Ⅷ'３０cmをｲ．iする。

底部にはIIii径１２cm人の浅い|'｣形の棚11り込みが２ケ所見られる。

埋土からは､弥生終ﾉk～11｢戦初頭の-1器片が出土している他､緑紬陶器（162）が１点見られる。

出土遺物

緑紬陶器（162）…11‘ｉｉ台は輪状に削り出している。底部外面に施紬は見られない。胎土は硬質で

ある。輪１１‘li台になっている点や底部外面の施紬が省略されていることから９世紀後半から１０世

紀に相当される。

撹乱

Ｉ

固
■
》

届

ｂ′
－－

１６．５０ｍ

－２８－

〃6.暗茶褐色（砂質）

7.明灰茶褐色（砂質）
8.灰茶褐色（砂質） ロ １１ｍ

第１９１叉ｌＳＥＯｌＷｉｉ・断面図（l/30）



1６６

ＳＸ１０

Ｈ－ｌ区に位置し、円形の形状を成すものと思われる。

出土遺物に、土師器の坪（164）が１点出土している。

出土遺物

土師器坪（164）…口唇部がやや外反し、底部は回転へラ切り後ナデを施している。

、＝当三三才162

第２２図その他の出土遺物（l/3）

刀
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第２１１ｘｌＳＸ出土遺物（l/3）第２０図ＳＥ出土遺物（l/2）

５６

「
“
″
豹
‐

－２９－

〃

８

／

Ｗ〃 ノ

が出土している。

出土遺物

壷（163）…丸底を呈し、内面には刷毛目が見られる。
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5.その他の遺物

遺構に伴うもの以外に多数の白磁、青磁、緑紬陶器が出土した。

白磁

（１６５．１６６．１６７）…小さな玉縁状の口縁を呈する。特徴から白磁碗Ⅳ類にあたる。

（168.169）…体部は、直線的に外上方に延び、口縁部は外反する。特徴から白磁碗Ｖ‐４

‐ａ類にあたる。

（174）…白磁の四耳壷。特徴からⅢ類系に分類される。

青磁

（170）…龍泉窯系の碗Ⅱ‐1類に相当する。

（171）…同安窯系の碗Ｉ‐ｌ‐ｂ類に相当する。外面には細かい櫛目を有する。

（172）…同安窯系の碗Ｉ‐ｌ‐ｂ類に相当する。

（173）…同安窯系の碗Ｉ‐ｌ‐ｂ類に相当する。台形状の厚い高台を有し、底部の器肉は厚い。

緑粕陶器

（175）…底部に三角高台が貼り付けられている。全面に施紬がおこなわれている。胎士は比

較的軟質である。
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第４章まとめ

第１節ＳＤＯ１（１号溝状遺桐）の遺物の年代について

以下に各遺構の帰属年代を出土遺物より検討していきたい。

[ＳＤＯｌ］

土師器の土器編年については、豊前地域を中心としたもの、弥勤寺を中心に呈示されたもの

があり、その成果を基に各遺物の年代の位置付けをおこなった。

(土師器坪）

擬来中学校遺跡から出土した中で調整を中心に３類に分類したが、単純にへうミガキの有無

もしくは粗密及び底部の回転へラ切りの出現が坪の変化と対応するか、認めがたい所がある。こ

のため、各形態の年代比定は今後の調査に委ねる事にした。

賀来中学校遺跡のＩ類は弥勅寺ＳＤ－７の坪Ａ２に類似し、Ⅱ類は坪Ａ３°Ｃと類似している。

Ⅲ類は弥勃寺ＳＫ－２と比較して、形態的にこれより後川する事はない。

よって、賀来中学校遺跡出土の杯は８世紀中頃から９世紀中葉の間におさめることができる。

(土師器椀）

椀のａ類は、弥勅寺ＳＤ－７出土のものと類似し、Ｂ類。Ｃ類は、弥勅寺坪Ｂにあたる。よ

って年代は８世紀中頃から後半に比定される。

(須恵器）

蓋（086）は口縁部内側に返しをもつもので、天井部から口縁部に向かって直線的である。口

縁端部の形態は、新しくなるに従い、屈曲したくちばし状を呈するものに変化する事から、８世

紀後半には至らないであろう。

椀（087）は底部と休部の境よりも内側に高台が付いており、８世紀後半代に見られるような

高台の位置が外に寄ったものよりも古相を呈する。

以上のような各遺物の検討より、ＳＤＯ１の埋没は遅くとも９世紀前半から中葉に比定されよ

う。

第２節各遺構の変遷

賀来中学校遺跡で検出された遺構の年代に従って分類すると大きく４時期に遺構の形成が見

られる。追って遺跡の変遷を見ていきたい。

［１期］…弥生時代終末～古墳時代初頭

遺構…ＳＤＯ８・ＳＸＯ５

［Ⅱ期］…奈良時代後期～平安時代前期

遺構…ＳＤＯｌ・ＳＫＯ９・ＳＫｌ４・ＳＫ２１・ＳＸ１０

［Ⅲ期］…平安時代後期～鎌倉時代前期

遺構…ＳＤＯ２・ＳＫｌＯ・ＳＫｌ３・ＳＫｌ５・ＳＫｌ９

［Ⅳ期］…桃山時代～江戸時代初期

遺構…ＳＤｌＯ・ＳＥ０１

以上に見られる様に、これまで賀来中学校遺跡（１次～３次）の調査で検出された弥生時代

－３１



後期の遺構及びこれに伴う遺物は見当たらない。

まずＩ期の時期については１次調査の２号満と住居跡がこれに当たり、今回調査での８弓満

と柱穴遺構（ＳＸＯ５）に相当する。８号溝は２号溝に見られる環濠の性格を持ったＶ字溝とは

異なり、非常に規模の小さなものである。さらに、掘り方の形態が逆台形を示し、出土遺物に複

合口縁の壷が出土していることから方形周溝墓と類似しているものの遺構の全体像を確認できな

かったため遺構の用途は不明である。

Ⅱ期の時期はこれまで周辺では遺構の確認はされておらず、今回の１号満と数基の土城が初

めての該当である。１号淵は東西方向に延び東側は大分川に直交するように向かっている。床面

が東方向に下がっているため、満内に水があれば大分川へと注いだであろう。ただ、現大分川の

水位と溝の床面とに大きな比高差が見られることから、大分川の手前で段差が見られるものと思

われる。

Ⅲ期は青磁や白磁を伴う２号溝や数基の土坑が見られる。２号溝は上面の削平が著しいため

遺構の残りは非常に良くない。したがって､遺構の性格として溝となるかどうか判断しがたいが、

ここでは溝としてあつかった。

Ⅳ期は１０号溝と１号井戸跡が見られる。１０号溝はほぼ１号溝と同一の場所に重なって走

っている。Ⅱ期に1号溝が造られ、さらにⅣ期に１０号溝が同じ場所を掘削していることは偶然

とは考えられない。おそらく、なんらかの要因がこの場所に溝を切ることにつながったものと考

えられる。たとえば現在で言う字境なるものがこの場所にあたり、そのために溝がその境となっ

たのであろう。

第３節まとめ

以上、賀来中学校遺跡の遺構により断続的にこの地に遺跡が形成されてきた様子が窺える。

Ｉ期にあたる８号溝などの遺構と過去に調査した賀来遺跡出土の遺構を挙げると、昭和５５年

に行われた調査で検出されたＳＤＯ２、ＳＨＯ８．１４．２４．３３がこれに該当する。ＳＤ

Ｏ２はその延びから集落を囲む溝であろうと考えられる。溝の東側に同時期の住居跡が多数見つ

かっていることから、大分川に向かって半円状に延びていることが示唆できる。したがってその

溝が今回調査をおこなった第４次調査で検出されたＳＤＯ８とつながる可能性もあるが、溝の床

面の形態や遺物の組成からすれば異なる要素があり、同一のものとは考えられない。さらに、第

４次調査と第１次調査の真ん中あたりに南北方向に道が現在通っているが、これを境に地面の高

さが東側に一段低くなっている。これは、旧地形の面影を残しているものとすることができ、こ

れが河岸段丘面にあたることが示唆される。したがって、第１次調査で確認された集落およびそ

れを囲む溝は現在の道辺りを範囲とするものであったと考えることができよう。一方、第４次調

査の場所は低いところにあり、集落外にあったものと考えられる。そうするとこの場所が集落に

関連した施設を想定することができ、８号溝から２重口縁の壷や高坪等が出土していることから

墓域にあたるのではないかと思われる。

Ⅱ期にあたる時期はこれまでの周辺調査を含めて第４次調査で発見された８号満と数基の土

塘しか見つかっていない。したがってこの時期には集落の様な遺跡は形成されずに、局部的に使

用したものであろう。今回建物等が発見されていないため、溝と土塘がどの様な性格であったか

不明な点が多い。ただ８世紀の中葉以降には、既に国分に国分寺が建立しており、距離にして１
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kmの地点にあたる。さらに豊後国府の推定地である古国府まで距離にして４kmの位置にあり、国

府と国分寺を結ぶルート上に位置している。仮に国府から国分寺に行くとすれば、まずは永興～

賀来を経て、賀来川ないし大分川を渡らなければならない。そして賀来～国分へと辿ることがで

き、賀来遺跡が所在する場所を通ることになる。さらにこの地は賀来川と大分川が交わる場所で

もあり賀来川は川幅も狭く交通の行き来には良好の場所となっている。

以上のことから、賀来遺跡の地は国府から国分寺につながる交通の要所としてとらえること

ができるのではないかと考えられる。出土遺物に越州窯系の碗が見られることから、それが豊後

国簡の高坂駅と速見郡の由布駅とをつなぐ官道（太宰府道）が賀来の条里の中を走っていたとす

ればこれに関連した遺跡であると思われる。したがって今回検出された１号満や土坑はそうした

施設に付随する遺構であると考えることができよう。

Ⅲ期といえば賀来荘が成立（１２世紀前半頃）した時期に相当する。遺椛としては、賀来荘に

つながるような遺構は確認されなかったが、青磁や白磁の碗、背白磁合子など特記すべき遺物が

出土しており、賀来氏の存在を裏付ける資料と言えよう。

Ⅳ期は、井戸並びに溝状遺構が検出するなど集落的な要素が見出される。遺物においても揺

鉢が見られるが、井戸跡からは中国製の染付碗が出土している。これまで周辺部での調査では、

１４世紀後半～１５世紀後半にあたる幅４ｍを超える溝状遺構が見つかっているものの、同時期

の遺構は確認されていない。今回、Ⅳ期に相当する遺構は、賀来氏から大友氏の家臣としてこの

地に経済的基盤を継続させていった家臣団層の館に相当する可能性もあり注目される。

Ｉ期からⅣ期まで各時代において遺跡が形成されていることや輸入陶磁器を多く含む遺構が

各時代から確認されることから、賀来氏に関連する館などの存在も示唆されるところである。ま

た、この場所が遺跡を形成するのに好条件な場所であり、立地的にも大分川とその支流である賀

来川の接点ということもあって交通の要所ともなっており、今後の周辺部において更なる調査成

果が期待される。
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表２

遺輪

昏月

001

002

003

0００

005

006

0０７

0０８

009

０１０

０皿

０１２

013

014

015

０１６

０１７

018

019

020

021

022

023

024

025

挿図

昏号

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

遺物観察表①

出士睡

遭檎名

SDOl

SDO1

SＤＯｌ

SＤＯ１

SDOl

ＳＤＯｌ

SＤＯｌ

SDO1

SDOI

ＳＤＯｌ

SＤＯｌ

SＤＯ１

SDＯＩ

SＤＯｌ

SDOl

SＤＯｌ

SＤＯｌ

SDOl

SDOl

SＤＯｌ

SＤＯ１

SDOl

SDOl

ＳＤＯｌ

ＳＤＯｌ

劉樋

t師脇

坪

t師器

坪

l:IMi緋

坪

f師緋

坪

l:帥脇

坪

l:師緋

坪

k師泌

坪

淵

１１；

Mhli器

1ｆ

l:肺器

坪

i:師淵

岬

l:IWi器

坪

MMj秘

岬

l:師秘

坪

l:肘i緋

岬

ｔ師淵

坪

t師鯉

坪

tn1i器

坪

lJMj鮒

坪

l:肺泌

坪

MMi郷

坪

Imj冊

坪

止師認

坪

l弓師緋

坪

tOIi淵

坪

飴士

混和材

肌笈側

伽閃ｲ『

,ｌ:色雌化土粒

翼母

侮穐

,ﾙﾐ色院化上粒

盤〃

fi侭

赤色鹸化-t軸

禰穐

,麻色樵化上粒

角閃衡

赤色鹸化土粒

角閃石

赤色鹸化上村

肌芙雌

,赤色鹸化上約

lと石

jfI閃石

肌笈母

1と石

亦色鹸化上蜘

肌鴬母

腿石

石英

石

色酸化-t杓

町閃石

が色鮫化土粕

雌石

角閃石

亦色鮫化上粒

角閃石

が色鹸化士粒

角閃石

仇閃石

赤色鹸化上的

帥閃衝

雌而

、閃

、英

石

肌糞母

災衝

,ﾙﾐ色鹸化土粒

伽閃石

亦色鹸化土杓

覚低

伽閃石

肌霊母

災石

鮒閃衝

角閃石

粒子

細粒

徴粒

微軸

綱粒

微粒

微約

微的

微的

細粒

徴粒

微制

細約

細粒

徴粒

微制

微㈹

細粒

微粒

微㈹

微軸

微制

微粒

微粒

微粒

微粒

色 国 記面詞笹

内面 外面 内而 外面

検出''1色 Iﾘﾙｻﾐ黄色 ミガキ ミガキ

淡,ﾙ枇色 明,米黄色
【"1鮭ヨコナデ

一･部ミガキ

I"I低ヨコ十デ後

ミガキ

lﾘﾙﾙ;仙色 淡黄褐色 Ⅲ雑ヘラミ〃キ Ⅲ緑へラミガキ

回抵ヨコナ･デ

剛,ルミ茶色 明,脈黄色 (１１吋師） 凹稚ヨコナデ

ミガキ

淡赤幣色 換赤茶色 ミガキ ミガキ

阿維ヨコナデ

換柴褐色 淡茶褐色 (１１線師） ミガキ

ナデ

馴赤茶色 晴赤褐色
Ｍ艦ヨコミガキ

不定〃向ナデ
凹綜ヨコミガキ

Iﾘl亦伐色 淡幽白色 ミガキ ミガキ

ＩＩＩＭ:茶色 が茶色
－定〃Ijllの-ｻ･デ

後ミガキ
Iul椎ヨコナデ

ｈ§出色 明出茶色
ミガキ

ナデ

回鮭ヨコナデ

ナデ

筏,ﾙ難色 赤茶色 阿艇ヨコナデ 仰転ヨコナデ

IﾘI出I‘l色 lVIlfi白色 回抵ヨコーノ･ザ 回転ヨコナデ

淡灰繋色 侭,＃茶色
l鮭ヨコナデ

ミガキ
Ｍ椎ヨコナデ

馴亦茶色 明赤茶色 側転訓コナデ Inl転ヨコートデ

Iﾘl亦恭仏 明赤茶色 1,1椎ヨコナデ 松ヨコナデ

ＭＭﾐ出色 明亦黄色 凹紙ヨコールデ Ｍ鮭ヨコナデ

淡亦伐色 が黄色 凹維ヨコナデ 回娠ヨコナデ

IﾘＭ：批色 明亦黄色 凹松ヨコーノ･デ 回係ヨコナデ

淡幽茶色 淡黄繋色 凹転ヨコナ･ア 仙転ヨコナデ

略亦繋色 暗赤茶色 回抵ヨコナデ 回転ヨコナデ

淡小:褐色 淡赤褐色 同抵ヨコナデ 鮭ヨコナデ

検出灰色 淡黄灰色 【､1帖ヨコナデ 回鮭ヨコナデ

出褐色 髄褐色 －部ミガキ 回転ヨコナデ

1列幽購色 叫伐茶色 【‘０１低ヨコーノーデ 阿転ヨコナデ

Iﾘl出向色 IMi白色 回松ヨコーノ･デ F01桂ヨコナデ

3４

口係

(１８．１）

(１５．０）

１３‘２

1３，６

(13.6）

(13.0）

(１１．８）

(１３．６）

(１３．０）

(12.帥

（13.,1）

(13,0）

(15..1）

(1‘１．２）

(12..1）

(1.1.2）

(１２，２）

(１２．２）

(13.,1）

(13.2）

(15.0）

(１７．２）

(15.2）

法且（画）

認高

‘1.5

３．１

３．７

(3.0）

3.3

(3.0）

胴部

愚大径

'一
_三」

個零

庇怪

腿維ｉＭ比

(6.帥
庇師へラ刷り従ミガキ

腿彬俺元

７．２ 庇部I｢'|樵へﾗﾙﾘり

８．０ 庇部I"I転ヘラハリOｊ

以維紺元

底部側椛へラ削り

(7.0）
庇榔へラ削り後ミガキ

腿蛭側応

(7.8）
低師阿鮭へﾗﾊﾘ0）

反鮭側元

(8.2）
庇師へラ削り

灰維侭元

庇郁へラ切り離し後へラ

(7,8） 削り

灰鮭侭元

(7.6） 腿転側元

以維復元

Ⅸ維測元

以鮭測元

低侭元

以椛侭施

反紙側元

腿維偵応

反棒侭応

Ⅸ幡側元

蛎侭元

j又継侭疋

Ｉ叉椎復施

灰鮭樋元

反棒復元

1Ｋ部へラ削り？

Ⅸ棒側尤
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表３遺物観察

遺軌

缶９

抑堕

岱９

出土反

遺構名

固彼

胎土

混和材 粒子

色画

内面 外面

器面画披

内面 外面

怯吐（画）

側掻 羅商
胴部

赴大掻
底径

侭考

026 ７ SDOl
上師紛

iｆ

角閃石

赤色鹸化l:㈹
微純 淡亦黄色 椴亦黄色 Inl艇ヨコナデ Ｍ撚冒ｊコナデ （１５．２） 【椛側地

027 ７ SDOI
_l:師勝

坪

jと石

側閃石

,雌色鹸化t㈹

'１，糊 明赤茶色 淡購褐色 ナテ Ｍ紙冒ﾘコナデ （１２.‘1） 腿椛悩ﾉＬ

0羽 ７ SDOl
I:師器

坪
角閃石 微粒 検落灰色 吹蕪灰色 I"膿初ｺー ﾅ･デ I"I嘩婁１コ･ﾅ･デ （１１．．１） 反幡側雄

029 ７ SDOl
１２師器

坪
亦色鮭化北村 細粒 淡赤褐色 検,が褐色 I『'1仏:ﾆリコナデ !‘'１幡言ﾘコナデ (1,1.6） ﾉ叉椛iｕｊｔ

030 ７ SDOl
士師鮒

坪
赤色院化上的 微粒 淡黄白色 後黄白色 【叩I撫ヨコーサ･デ １８'1幡謝ｺーﾅ･デ （13..1） 腿樺iｕｒＬ

０３１ ７ SDOl
k師職

坪

角閃石

赤色鹸化上的
微㈹ 淡黄白色 検出白色

▲
ｗ
云
う

川
十
コナデ 同棒ヨコーノーデ

十デ
(11.Ｈ） 反抵侭'に

０３２ ７ SDOl
l言師郷

坪

角閃石

,永色鹸化t㈹
'1,1Ｗ 黄白色 償InI色

１００１松ヨコナデ

ナデ
Ｍ樺ヨコナデ (13.4） (3.7） (10.0）

庇部へﾗﾊﾘ0)賎ナデ

反棒伽ﾉ心

”３ ７ SDOl
ｋ師濁

iｆ

石英

,ﾙﾐ色酸化-t髄
細粒 赤黄色 ,脈黄色

【‘''@f:ヨコナデ

ナデ
IuI鯖ヨコナデ (12.8） ３．５ (7.6）

底部へラハリ0)後ナデ

反樺侭旭

034 ７ SDOl
_t師器

坪
赤色酸化土勅 徹粒 明赤戯色 １１M赤出色 ｌｌｊＩ維訓コナデ IqlIQf卸コナデ (８６）

底部lI1lQ

反椛側ﾉ’

へラ削り

035 ７ SDOl
t師勝

外

角閃石

赤色鹸化上村
徹粒 明黄白色 馴黄白色 十デ ７．６ 低師へラ切り醸し後ナチ

036 ７ SDOI
ｔ師勝

坪

角閃石

赤色雌化上村
小粒 淡赤茶色 淡版茶色

FOIQ

ナラ

ヨコナデ
ナデ ､３ 低師I‘'1熊へラ切り後･ﾅデ

0訂 ７ sDO1
_i:師柵

岬
長石 微的 淡黄向色 Iﾘﾙ永繋色 ･定ﾉﾉ向十デ 阿椛ヨコータ･デ 5.9 低部へラ切り陸し

038 ７ SDO1
ｔ師職

坪

金実母

艮石

赤色鹸化土約

微粒 明赤黄色 明作黄色
側継ヨコナデ

ナデ

F'1低ヨコーナデ

ナデ
(１２．８〉 (３．５） (8.0） 反低側元

039 ７ SDOl
北師勝

坪
赤色酸化土約 細粒 淡赤茶色 ﾙ&褐色

回椛ヨコナデ

イ<定〃向ナデ
1881椎ヨコナデ １３．，１ ･１．３ 7.9

旺部へラ切り離し後ナデ

反鮭側応

ＯＩＯ ７ SDOl
_l:師饗

岬

石英

赤色鹸化土的
細村 明赤此色 後幽色

回撚ヨコナデ

不定〃向ナデ
側樺ヨコーナデ

底部へラハリり後ナデ

反転悩疋

０４１ ７ SDOl
止師器

坪
赤色酸化土的 徹粒 剛I赤茶色 1111作黄色

1001鰍ヨコナデ

秤ＶｆＪへラナデ
何椛ヨコナデ 7.0 底部IOnlnへラ切り離し

０１２ ７ SＤＯｌ
止師器

坪

農石

亦色鹸化上馳
細粒 明黄白色 1Ｗ出白色

FO1樺ヨコナデ

ナデ
Ｉ椛ヨコナデ 底部10,1松へラ削り

043 ７ SDOl
ｋ師捌

坪

金業母

肌雲母

赤色鹸化l:㈹

細粒 明赤批色 淡灰白色 ナデ
阿維ヨコナデ

ナデ
庇部ナデ

０１４ ７ sDO1
ｔ師鰯

坪
角閃石 微粒 赤黄色 ,ﾙﾐ伐色

I‘110J:ヨコナデ

ナデ
【‘'1稚ヨコナデ 底部へﾗﾊﾘり徒ナデ

“５ ７ sDO
l:師器

岬

角閃石

赤色酸化t軸
徹粒 淡赤褐色 淡赤隅色

ヨコナデ

ナデ
ヨコナデ 庇郁へラハリり後ナデ

046 ７ SDO
I:師淵

坪

腿石

Ⅲ雲母
徹粒 赤褐色 作褐色 I‘､】椎ヨコ･)･デ ミガキ 唯、11''1秘へラ削り後ナデ

047 ７ ＳＤＯ
I:師泌

坪

腿石

亦色鹸化土的
微粒 淡髄白色 換伐白色 ナデ ナデ 底部へラ切り後ナデ

０４８ ７ SDO
_t師鰐

岬

肌雲母

亦色殿化_l:軸
微㈹ 戯白色 茂白色

IOOI総ヨコーナ･デ

ナデ
回維ヨコナデ 底部へラ切り後ナデ

“９ ７ SDO
1:師淵

坪

災石

稚色鮫化-t粒
微粒 明黄色 明幽色 Iijl低ヨコーノ･デ Ｍ低ヨコナデ 底部へラ切り後ナデ

050 8 SDOl
l:師訟

鐘

角閃石

が色鹸化1和
微軸 淡赤黄色 後黄色 ImI熊へラミガキ 19,】艦へラミガキ (２１．２）

犬井部Ｍ艦へラ削り後ミ

ガキ

反維側応

051 ８ SDOl
ｔｌＭｉ淵

蟹
禍英 微的 淡赤茶色 作茶色 【"】松へラミガキ 凹松へラミガキ (18.0）

口織部IMiり付け

反維itI元

052 ８ SDOl
上師泌

蓮

角閃石

石英
微馳 明赤幽色 馴亦衝色 １６０１椎ヨコナデ 回維ヨコナデ (15.0） 反鮭復冗

053 ８ ＳＤＯｌ
t師柵

銃

角閃石

石英

ﾙﾐ色鹸化二けi〉

徹輔 淡髄141色 淡黄白色
同椛ヨコナデ

lﾘI鰍へラナデ
Ｍ紙ココナデ （1.1.2） 反稚測止

054 Ｈ SDOl
止師郷

砥

角閃石

衡英

赤色鹸化ｔ軸

微㈹ 明赤茶色 明赤黄色
川継へラミガキ

ナデ
阿艦へラミガキ （１０.帥

天井部【‘０１転へラ削り後ナ

デ腫鮭復元

055 ８ SDO1
上師勝

鐘

仙閃石

ﾙﾐ色鹸化上的
細粒 明赤此色 叫亦黄色 【‘bIOJiヨコナデ 回松ヨゴナデ (１１．２） (1.7） (8.0）

天井部へラ削り

ﾉ又紘樋ﾉ心



表４遺物観察表③

3６

通約

魯丹

挿幽

骨号

出土区

通揖名

冊穐

脇士

混和材 粒子

色醐

内面 外面

認面画整

内面 外面

法且（c回）

口怪 謁高
胴部

最大腿
底径

個漸

０５６ ８ SＤＯｌ
l:肺器

蛍

腿石

,ﾙﾐ色鮫化上村
徴 淡伽.I色 排茶色

I‘lIQfﾐョコナデ

ナデ
阿抵ヨコナデ (14.4）

尺井祁へラ切0)陸し位･ｻー

デ唾権復元

057 8 SＤＯ１
tn1i器

葱
打英 微紬 淡,脈茶色 非茶色 I‘'1彬ヘラミガキ 阿撚ヨコ･｝･デ (15.0）

尺州:部IOjI椎へﾗﾊﾘり砿ミ

ガキ

l又維侭元

058 8 SDOl
&肺郷

蟹

伽閃衡

赤色鹸化上前
徴徒 淡伐紫色 淡此繋色 帆椛へラミガキ Ｍ椎へラミガキ (17.6） Ⅸ継侭元

059 ８ sDOl
'二帥器

締

Ｍ１愛母

亦色雌化土髄
徴粒 Iﾘl伐色 明戯色 ''01椎へラミガキ Ｍ椎ヨコ･｝･デ (13.0） 艇椎侭応

060 Ｈ SＤＯｌ
ｔ師器

些

肌露母

,ﾙﾐ色硫化上粒
網的 1列戯色 明撹色 Iul係へラミガキ 回維へラミガキ (１５．０）

尺井師Ｍ幡へラ削0）

反維拠冗

061 ８ SＤＯｌ
ｆ師淵

遮

角閃石

,が色鹸化上的
微軸 淡黄阪色 換伐灰色 【‘11鰹ヨコナデ 側維ヨコナデ (17.6） 艇維it〔元

０６２ ８ SDOl
l:師勝

趣

腿ｲｉ

師閃石

ﾙﾐ色鹸化士粒

徹粒 尚灰色 赤出色 ナデ 底部へラ則り後ナデ

063 ８ SDOl
ｔ師泌

風？
角閃石 微的 卿が柴色 明赤莱色 ミガキ ミガキ 庇師へラ削り後ナデ

064 ８ SDOl
I:師器

皿？

肌覚母

術英
微粒 淡亦此色 淡出色 ナデ 、松へラミガキ 血部ナデ

065 ８ SDOl
t帥器

、
,ﾙﾐ色鹸化土粒 網 小壊色 暗券茶色

'''1態へラミガキ

ナデ
回幡へラミガキ (20.6） 1.9 (18,0）

庇肺へラハリり

腿職侭元

066 ８ SDOl
t師泌

皿

農fｉ

角閃石
微粒 伐出白色 淡黄向色 ミガキ ミガキ (18.2） (2.5） (16.0）

旺師へラ切り後ナデ

Ｉ又紙樋応

067 ８ SDOl
l:IMi淵

岨

尚英

赤色鹸化上村
微粒 淡此I‘I色 淡戯I‘I色 l‘11熊ヨゴナデ

【､】松ヨコナデ後

ミガキ
(１７．６） 5.2 (9.0）

庇師回椎へラ切り隙し後

ナデ鍍形

反紙側元

068 ８ SＤＯｌ
t師泌

岨

肌霊母

,嫌色鹸化土粒
細髄 淡幽描色 明黄白色 Ｍ熊ヨコナデ

椎
部
Ｉ
一
コナデ後

ガキ
(15.8） 反紙樋元

069 ８ SDOl
t師勝

躯
,ﾙﾐ色雌化上村 微村 淡称茶色 淡,ﾙﾐ賂色 ナデ FiI鮭ヨコ･ﾅ･デ (１０，８）

吹師ミガキ

ﾉ叉低it〔応

０７０ ８ SDOl
k師緋

胆
微㈹ Iﾘﾙﾙﾐ然色 明的難色 ヅーデ ミガキ (8.6）

庇郁１１』I低ヨコナデ

反低側元

071 ８ SDOl
t師器

胆
金霊 微粒 検,ﾙ壊色 淡,脈黄色 ミガキ

ミガキ

ナデ
(１０．８）

庇師ヘヲ削り

反棒悩元

072 ９ SDOl
t師器

現

肌震母

腿ｒｉ

ｍ閃石

微馳 ,jMi色 赤黄色
川抵ヨコナデ

ナデ
何継ヨゴナデ (１８．０） 瓜鮭侭元

０７３ ９ SDO1
1個i器

兜
術其 '1,1Ｗ 淡幽血色 淡黄白色

副コーナーデ

ヘラ削り
ヨコナデ (22.6）

外1ｍにハケI]あり

ﾉ又継側尤

074 ９ SDOI
I弓師秘

蝿

角閃石

,ﾙﾐ色艦化-ｔ粒
細粒 戊,ﾙｔ幽色 ,炉黄色 Ｍ椎ヨコナデ

回低ヨコナデ

ハケⅡ（へラ詞

鍍）

26.0
ハケ11は八言上から右Ｆ〃

向反経樋元

076 ９ SDOl
l:師鮒

鍋

M1霊母

亦色鹸化土軸
徹制 淡脳色 淡禍色

(‘

４

椎ヨコナデ

定〃向ナデ
'''1樵ヨコナデ (23.6） 腫維側沌

076 ９ SDOl
上師継

奥

金雲母

肌溌母

赤色鹸化土㈹

細粒 蹄,ﾙも茶色 赤黄色

I‘''㈹ﾐョコナデ

I‘'１係へラーl昌典ナ 仙撚へラｌ典ナデ (26.0） Ⅸ総偵元

077 ９ SDOl
止師器

jMi

肌笈厭

、閃石
微的 淡出向色 淡出白色

f＆定方向ナデ

ナデ
ナデ (8.8） (1.6） (6.2）

天井脇へラ削り後ナデ

【維世元

078 ９ SDOl
_l:帥器

虹馴歳

fi英

ﾙﾐ色鹸化士粒
微約 淡幽白色 馴赤出色 I‘'1抵ヨコナデ '１，１棒ヨコナデ (7.8） 腿維悩施

079 ９ SDOI
上肺拶

越噸繊
ﾙﾐ色鹸化上粒微的 供出血色 後繭白色 ミガキ ミガＪ１． (6.8） 反継側冗

080 ９ SＤＯｌ
t師鯉

斑剛歳

腿術

亦色陵化土愉
細粒 淡貨白色 MII赤出色 Ｍ鮭ヨコナデ ミガキ (5.‘1〉

底部ミガキ

腫椛樋元

081 ９ SＤＯｌ
tIMi器

鍾馴識

角閃石

石英
小粒 淡亦幽色 赤茶色

伽粍ヨコナデ

ナデ
伽転ヨコナデ (5-.1）

旺部へラ切り醸し後ナデ

腫椛俺元



表５遺物観察表④

3７

遺物

詩号

伸区

昏り

出土Ｋ

遺欄名

器砿

肋上

捉伽村 粒子

色詞

内面 外面

濁面飼粧

内面 外

法皿（iＦｌｎ

口経 鴎高
鯛郎

最大径
旺緩

備弓

082 I)0１ l雄
伽閃イ，

｛,災
編制

慨色

戎"<''１色

(一部）

ナラ．
IM121〕低

那欠州（両蝿郷）

OB３ ＤＯＩ
上師器

侭jｆ ｲﾉllWWI
徴粒 検出灰1.1色 戊熊褐色 ＭＯバミリ盲R-ﾅー ﾃ

何0㎡割掌j-ﾅ．｡’

ミガ:！

ヘラハ１１ノ

(20.1Ｉ） 幡山,し

084 I)０１
l弓師器

尚坪

Mﾙﾂ:雌

,が色鹸化I:純
微㈹ 叫吋枇色 明,ﾙ秋色

11,1幡竺1コナチ

I‘'１僻へラｌ典十
一
ケ

!‘'1幡冒１コ･ｻ･豊ノ 艇熊山,Ｌ

０８５ ０ DＯＩ
頬.哩器

坪
徽粒 検終灰色 灰色

【‘O】物割ｺーﾅ･デ

ナテ
阿抵言I言】-1.-Ｆ (７.帥

血jW;ヘラＵ脚賎Ｌ肱-Ｊ--斤

撫血'し

０６６ ０ DＯＩ
誠哩器

鐙
細粒 灰I‘l色 戎灰褐色 ‐ﾅ･テー １３ｪ鵬濫jﾆｵーﾀ･ナ (20.帥 lくい“'し

０８７ ０ I)０１

城哩緋

｢断台付

坪

徴粒 肌灰色 肌灰色 I‘０１樺ヨコーリ･デ Ｍ幡司二'十デ (H､帥 艇侭叱

088 ０ l)0１
緬雪也器

鞭
細粒 略１，11灰色 BfWM灰色 1011ｈ割二'十デ Ｍ熊ヨコーャ･-『 (23.1》 熊侭叱

０８９ ０ pｏｌ
須哩器

蝋？
徹粒 灰肌色 擬灰脱色 ''1弧llIlさ娘 WJlIllさ躯

090 ０ I)０１
烈哩器
⑦

徴粒 ,ＷＭ色 灰肌色 111弧叩さ帆 Ｗr叩き帆

”１ ０ I)０１
緬忠器
｡〕

微粒 灰白色 灰白色 １１１弧叩き戒 カキII調輔

092 ０ DOI
袖陶

器碗

明雄i‘I色

(級伯）

１１M雑血色

(維袖）
II1lQr卸コナデ 阿樺副詞･ﾅ･ザ (１６．１）

断IIli灰白色

卜<撚撫ﾉ屯

093 ０ I)0１
球紬陶

器
微約
筏出鰍色

(鰍紬）

淡黄緑色

(維柏）
阿無ョ胃3-ﾅー ｱー (6.帥

血師へラハリト）

腿撚伽九

O9Ll ０
SI)０１

慨乱）
淵磁碗

叫灰靴色

(鍬狛）

明灰雑色

(維柏）
雌喚撰系

０９５ ０
SDOl

侭乱）

赤屋

皿
後雌茶色

剛灰緑色

(妹粕）
I‘'103:ヘラ、リリ Ｍ宏瓢系

096 ２ I)0２
l弓師蘭

小、
災価 微粒 淡此l‘I色 淡繭I‘I色 ナデ ナデ (9.0） (１．０） (6.帥 '''1撚糸切り班

”７
ワ
』 DO2

ｔ師質

小風

発帥

此術
徴粒 淡尚茶色 呼怖茶色 I‘､I鮪ヨコナデ １回】係ヨコナデ (８．０）

(0.7

１．０）

(５.帥 I‘11撚糸切り庇

098
ワ
セ I)0２

ｔ師質

坪
角閃ｲ１ 徴粒 明此色 IﾘI黄色 ナデ ナデ '''1椛糸切り庇

099 命 Ⅸ)２
ｔ師衡

坪
角閃ｲ， 徴粒 淡此『I色 損黄白色 I‘rl彬ヨコナデ 回鮭ヨゴーレーデ I‘'１㈱糸切り庇

100 ２ 1)0２
白磁

碗

乳1.1色

(紬）

乳白色

(柚）
(18.6）

IWilhi灰白色

艇松衡Ｊｃ

1０１ ･） ､０２
奇磁

碗

総lfl色

(伯）

紙I‘I色

(袖）

断ｆ１ｌｉ灰l‘I色

Ｍ安翻系

102 ２ l)0２
苛磁

碗

淡雑闘色

(粕）

淡繊髄色

<柏）

断Iij灰白色

1,1蛮窟系

103 ２ 1)0２
上師質

ｔ鍋
,が色賊化ｌ： 微粒 明出i‘l色

朗茶褐色
~ず

淡戯I‘1色

凹椛へラＩＪ４ナ

デハヶ冊
ﾀﾃ〃向-｝･ザ (36.8） に維侭元

I“
や
む 1X)２

ｔ師質

カマド

角閃ｲｊ

赤色鹸化士髄
微軸 淡街白色 明黄赤色

帖ｔを続先で引き伸ばし

成形蝋ｲ･Ｉ粉

Ｗ５ ２ ００２ t鐸 肌究雌 徹粒 淡茶褐色 ナデ
師欠仙（端部）

i【〔、i1,19

106
ワ
』 DO2 上鋒

凧霊雌

赤色鹸化ｔ粒
細粒 淡某褐色 ナデ

･部欠仙（間端部）

碩m２０Ｒ



表６遺物観察表⑤

－３８－

ｎ輪

齢鼎

挿尽

脅翻

出上区

遺構場

器強

飴上

混和村 粒子

色画

内面 外面

圏面飼穣

内面 外面

挫迅（cﾛ）

口径 鴎高
胴郎

殿大径
旺径

伺孝

1０７
？
』 DO2 Ij＊

1Mﾐ１１

,ｉｌ仏鮫化けt’
徹紬 iMfi飛脳色 ナナ

郷欠ｌＩｌ（I』‘j蝋抑）

inIA:１２Ｋ

IOR
①
』 l)0２

峨制

イj蝋
後111灰色

，ハｈＭ､２Ｋ火さ１．９ぐｍ

輔１．１にRE】１１ノ＆(1.1《、

109 DO8

6t,､パヒ

IMj器

職

I‘11父雌 散判 淡批白色 酬州雑色

ヨコガ向ミガキ

ナテ

ヨコーノーデ

グー”が'】ミガキ

二!-ｻ･テ
(２５．１）

１１械部13欠川

ｌ〈幡測'Ｌ

１１０ 、０８

,l』.火I：

n1jIl＃
■F

1Ⅸ

M1ｿＷ 微榊 伽'1色 出1‘I色

ヨコ〃向ハケ１１

後タテノノIij】

ヘラK1l-j-デ

クテノノ‘I;'1ハケ１１

１１１ I)0８

‘jr式Ｉ

肺器

商11、

111斐冊

４８世鮫化I全肘
絹的 ﾙﾐ膳仏 ,卜稚世 ヨコ十デ 言Iｺーﾅ･デ (１６．２） 反無血'Ｌ

112 ＤＯ８

ﾊ゙式

帥淵

尚k｣

肌巽雌

,ﾙ:色鹸化l鋤
微榊 換幽柵色 戊衝白色

栃オサェ

ョコ十デ
ミガキ

外1ｍに,卜;仏鞭りろ

坪師欠川

脚部l/2欠川

113 ＤＯ８

lIi式

n1jIM

間1１

1Mﾂ』1W

!と〈，
細粒 検出l‘1仏 出I‘I色 脂オサエ ミガキ 外lIIjに,１:色峨准

１１４ DOB

Iff式世

師勝

児

ﾘ1愛jｊ

,喉仏院化ｔ髄
絹粒 筏出1.1色 浪出I‘I色 ヨコ十デ きりF2-ﾅーﾃ゙ (２１． 腫棒山ﾉＬ

115 ００８

IfI・火ｌ：

師器

兜

ﾘ峨雌

,ﾙ:色鹸化I猫
微粒 漁A雅色 夜曲白色

ミガキ蝋ナデ

ナデ
勺テケ向ハヶ目

哨部下部に蝋し'》付禰

1/３欠仙

116 DO8

qji式lも

師柵

台１．１鉢

1,Ｗ創り

災ｲ』

,ﾙﾓ色鮫化1粒

細粒 lUljhl‘I色 淡如‘l色 ナデ
劃罰-ﾅ･デ

･ﾅーﾃ゙

１１７ DOS

↓いに止

帥鮒

台付外

Wl閃侮

,聯色鹸化ｔ粒
徴綻 明A秋色 作騰色 ミガキ蝋ナデ

オサゴ

ヨコナテ

内面に,１:色嶺縁

坪郷欠柵

118 DOR

占火ｉ：

帥器

台１，１鉢

角閃打 細粒 淡終尚色 ノベ褐色 ナデ
ナデ

ヨコナテ
5-0

119 ５ ､０９
l:帥澗

iｆ
角間ｲ』 徴粒 淡此茶色 損出茶色 】権ヨコナデ Ｍ継ヨコーナ･デ 【‘'1転糸切り庇

120 ５ DO9
ｔ肺閲

岬
災｛】 数粒 伐灰色 此脱色 回転ヨコナデ I‘'1艦ヨコートデ Ｍ抵糸Ｕ】り1Ｋ

１２１ ６ ０１０ 描外 繊涜 呪肌色 損灰褐色 傭ｊＷ．

122 ６ ＤｌＯ 蹄鉢 繊篭 RIM;出色 11Ｍ難色 凹枢ヨコナデ
Ii'1秘ヨコートデ

ナデ

櫛
傭
１１１it位ｌ３４さ

１IVf

123 ６ ＤｌＯ 拙鉢 繊濫 淡肌仙色 椎茶褐色
櫛
備
１１１１Ｗ7水

fjjV

124 ６ 、1０ 兜 撤涜 於灰ｎ世 硫心(褐色 ヨコナデ
ﾀﾃﾉﾉ向-ﾀ．｡デ

ヨコサーデ
傭lyjj1I

125 ６ ＤｌＯ
磁器

碗

札、色

〈伯）

礼血色

(伯〉
5.6 断ＩｍｒＩ仏

126 ７ KO９
l:l1j柵

坪
mIXM 徹粒 明出色 lﾘljijﾙﾐ色 回稀ヨコナデ '''1価ヨコナデ (17‘Ｏ） ﾉ唖:側皿

127 ７ Ｋｌ４
1:帥柵

坪

jVlllqｲ』

,ﾙﾐ色鮫化t柚
徴粒 出柴色 出紫色

回鮭ヨコナデ

ナデ

ＩｌｌＩ松訓ｺーﾅ･デ

ヘラハリり後ナデ
９．０ 底部へラハリり従ナデ

I調 ７ K２１
tlMj器

坪

fYIIWj

,ﾙﾐ色鹸化上
微能 明が陥色 明ﾙﾐ茶色 ナデ ナデ (12.帥 反鰹侭疋

129 ７ KO９
t帥柵

岬
,ﾙ:色鮫化上軸 徹粒 淡出褐色 lﾘ1曲色

凹娠ヨコナデ

ナデ
I‘'1ｈ割コナデ Ⅸ部･ﾅー ﾃ゙

130 ７ ＫＭ
l:Ⅲ鰍ル

坪
叩剛ｲi 微粒 淡伽‘l色 淡亦終色

凹振ヨコ･ﾉ･テ

ナデ
ミガキ 底部へラハ'10ﾉ従ミガキ

1３１ ７ Ｋｌ‘１
t師紛

坪
赤色鹸化上粕 微粒

明仙色

決繋褐色

Iﾘl黄向色
ｕ椎ヨコナデ

ナデ
!‘'１僻ヨコーナ･デ 血細‘，恥へラハ110)後ナデ



表７遺物観察表⑥

３９

週的

勝り

柳区

勝り

川上

近構名

認梱

飴上

混和材 粒子

色詞

内面 外面

濁而国彼

内面 外面

法吐（嘩回

ｎ慌 器商
胴部

股火椎
庇径

伽幕

132
【
４ KIO

t師涌

１１‘
石 徹舶 概出腿色 戎出向色 Ｍﾔ症’二】ナデ I"I撚邑１ゴナテ (１１．１） (２.㈹ (７．０）

IいI鱈－１:UjlJ庇

熊山'し

133 ７ Ｋｌ９
I:帥１１

1１
!と間 徹村 ＩＪＩ出白色 炎此白色 I‘０１物rl盲!-j･デ (“1ｈ割ごｌ－ﾅ･デ (11.6） (２，帥 幅.６）

'|牝,‘『':Ｌ

'<熊IｕＩ

ﾄﾉ1Ｋ

1３１
《
．
０ Ｋｌ５

Iハ1j蘭

jｌ
此ｆ， 徹榊 出白色 戎出向色 IInl撚号ダコ十テ ＭＱ･【ﾆｻｺー ﾅー ﾃ (１J.(.》) (10.、）

Ｍ撫亨.1:Ujl｣庇

j･<熊山'Ｌ

135
”
』 Ｍ３

l:帥面

11ｓ
角間街 徴 叫出白色 側I出lfl色

Ｍ撫亘lご'ナデ

-ﾅーﾃ．
Ｍ抵冒ｊｺｰﾅｰﾃ {1２．０１ f‘:山,１．

136 ７ Kl6
ｋ肺涜

'1,m
,ﾙﾐ色駿化ｔ帆 微的 検出灰色 戎黄灰色 1101撫劃二zナデ 回幡ヨコーウーデ １８．Ｈ１ (0.9） (７.帥

１１３１牝:f:ＵｊｌＪ庇

反熊山'Ｌ

137 ７ ＫＩ８
iwn1i問

'１．ｍ

lと石

,脈色鹸化１２櫛
徹粒 Iﾘﾘ曲白色 1111出『I色

'''1他ﾖコナデ

＋ザ
lllIff諺ＩＥＦ＋テ′ ⑬.２） (１．１） (6.1）

ｌＩｌＩ撚糸UjOjⅨ

卜<純血jＬ

l郷 ７ Ｋｌ７
t師簡

'１，ｍ
徹赫 明黄色 lV1黄色 -ｻ．。 －０色

⑬.０１ (１．５) 16.H） I"ＩＱｆ６糸Ujo)Ⅸ

139 ７ ＫｌＯ
ｔ帥前

jf，
徹村 明如‘I色 lIIj黄白色

'''1椛蒔にjナデ

-ﾀ．.'･'
l｢'鵬括1ｺートヂ I‘'1枇蛾Ujb1Ijf

140 ７ ＫｌＯ
士師質

坪
石 微 涜歯、仏 戎出向色 ＩＩｊＩ熊ﾃリコナデ

MQf卸コナデ

阿熊へラハリoノ
Ｍ撚糸Ｕル庇

1４１ ７ Ｋ1３
MWi間

岬
微的 淡繭1.1色 淡黄白色 ＋ザ ナデ Ｍ*Ａ糸＆０｝庇

142
『
０ Ｋｌ５

ｔ師質

坪
微 明黄色 剛黄色

川彬ヨコナデ

-ﾀ･デ
Ｍ鱈糸さ０ﾉ座

143 ７ Ｋｌ５
l:師貿

lｆ
!と衝 微的 剛黄色 明出色 ''''@J割コナデ I｢'i熊ヨコナヂ I‘11撚糸きり晩

144 ７ Ｋｌ８
tlMi衝

岬?
'１１霊母 微粉 明淡、色 明繭白色 -ﾅーﾃ゙ ﾅー ﾁ゙ Ｍ撚糸＆０ﾉ庇

145 ７ Ｋｌ９
l:師償

坪

蝋誕母

亦色鹸化ｋ約
微的 黄I‘I色 苗血色 ナザ ナデ I‘'1椛糸きりⅨ

146 ７ Ｋｌ９
MMi衝

1ｆ

'1‘1笠母

亦色鹸化ｔ㈹
微榊 縦黄灰色 撰出灰色 ナザ ←ﾅーﾃ゙ Ｍ撚糸』り庇

147 Ｈ KO９
１師閲

歯

実母

角閃石
微的 赤褐色 ,ﾙﾐ褐色

I"I松ヨコナデ

ナラ：

I‘'1紙ヨコーナ･デ

へラバＩｌｂノ
(25.0） 腫椛伽叱

148 淵 ＫＭ
t師質

甑

伽閃石

赤色鹸化ＭＷ
微的 柳黄赤色 Iﾘ1曲炉色 I‘'1椎ヨコーナデ

Ｍ熊ヨコナデ

I‘'1椎へラハ'10ﾉ後ナ
テ
ア

(１３.帥 反撚ｆＱﾉＬ

149 8
刺闇山継

蓋
亦色鹸化ｋ柿 微粒 茶色 肌灰色

Ｍ仏潤ｺｰﾅ･デ

･ﾉーﾌ゚
Ｍ侭ヨコナデ (１３，１）

尺仲部Ｉ''1鰹へラ削り従ナ

-ア 区軽微ﾉ心

150 Ｈ K２１
t帥淵

１Mｔ
が色鹸化I畑 細約 IﾘI出赤色 Iﾘ１曲赤色

lIjlff釦コナデ

．ノ

11'1鮮三]コナデ

川維ヨコナデ侭

luI総ヘラハリ0）

(１１，０） (１０．８）
天jIiW1I‘'1棒へラ削り

反総測叱

151 ８ ＫｌＯ

弥'ｋｔ

器ｒｎｉ

jl，

角閃石 微髄 明が黄色 明ｶﾓ黄色 ナデ 守ﾃﾉﾉ向ﾐずﾞｷ

152 Ｈ KO９
tIMj器

岨

愛母

角閃石

,ﾙﾐ色鹸化i畑

網倣 明赤柴色 明,脈終色 【‘'1侭zjコナデ
i[Il低きIコナデ

ミーがキ
帆１）
Ｋ棒側叱

班師,、ラ剛0)臆ナデ

153 ８ KlO

筑山器

I『$台付

坪

灰色 肌灰色 I‘11蝉ﾖｺーﾅー ﾃ゙ Ｍ松zIコナデ (9.8） 反蛎測皿

1馴 ＃ ＫｌＯ
訓Iu泌

及鋤徴
灰IfI色 艇褐色 I‘'１椎ヨコナデ 【mIGf釦ｺーﾅ･デ (17.帥 腿慨拠FＬ

1弱 ８ K2１ 訓血淵 灰色 吠色 I‘､晩:ｺコナデ l椎二J胃'ナデ ･１．９ ，ｌｈ:ヘラUjb）庇

156 ８ ＫＭ
廟側

術斧
肌緋色

･部欠棚

爪股53Ｋ



ｌＩＪ

表８辿物観察

4０

通物

爵号

抑御

岳９

川｣:低

瑚檎端

器穐

胎土

混和村 粒･『

色調

内 外１ｍ

勝而詞控

内面 外面

法政（c画

１１柾 認高
胴部

最大雑
取維

侭曙

1５７ Ｈ Ｋ1０
oOf磯

碗

IUl鍬l'ｌ色

(Q川１１〃

叫靴i'１仏

(靴柚）

断IjI雌l′I仏

Ｍ友撚糸

158 Ｈ Ｋ1５
建
身
向
ｆ
〃
合

$にI‘l色

(紬)

灰白色

(紬）
(１．１）

断而"くｒＩ色

厘蛭沌延

１５９ Ｈ Ｋｌ９
聞磁

碗

Iﾘ11.噸純血

(柚）

灰白色

(柏)
'1'恥へラハ10） 5.0

IM1安潔系

櫛目ＩＯｉＷ７,樵

160 ０
ＳＩ;０１

SK23）

堅器

碗
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